
●プリグロックスLがイネ科雑草植物体上の種子に付着した場合、成熟した種子が
こぼれ落ちても新たな発生源にならずに除草効果の安定につながります。

種子発芽後枯殺効果

プリグロックスL処理区では、
雑草の生育はみとめられません。

■スズメノカタビラ

無処理 プリグロックスL 50倍 プリグロックスL 100倍 プリグロックスL 200倍

■ネズミムギ

無処理 プリグロックスL 50倍 プリグロックスL 100倍 プリグロックスL 200倍

■エノコログサ

無処理 プリグロックスL 50倍 プリグロックスL 100倍 プリグロックスL 200倍

■メヒシバ

無処理 プリグロックスL 50倍 プリグロックスL 100倍 プリグロックスL 200倍

■プリグロックスLのイネ科雑草種子枯殺効果

種子発芽後枯殺効果  2015年 シンジェンタジャパン(株)中央研究所  所定濃度の希釈液に雑草種子を3秒間浸漬。浸漬後直ちに種子をろ紙上に移して風乾。乾燥後、湿ろ紙を敷いたシャーレに種子を置床して温度25℃・
湿度60%の条件下にて管理した。 撮影日：スズメノカタビラ（処理10日後）、ネズミムギ（処理6日後）、エノコログサ・メヒシバ（処理7日後）

※プリグロックスLの有効成分は土壌に接触後、すみやかに吸着され、
不活性化されます。土壌処理効果はありません。

技術情報

プリグロックスLのイネ科雑草種子発芽後枯殺効果



https://www.oat-agrio.co.jp/
〒101-0052東京都千代田区神田小川町1-3-1

コールセンター： （　　             ）9：00～12：00・13：00～17：00
土日祝日を除く0120-210-928

最新情報はこちら
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